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製品についての注意事項 

このユーザガイドでは、ほとんどのモデルに共通の機能に ついて 説明します。一部の機能は、お使い 
のコンピュータで対応していない場合もあります。 
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ポインテイングデバイスの使用 
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名称 


説明 

(1) 

ポインティングスティツク 

ポインタを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティブに 
したりします 

(2) 

左のポインティングスティックボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(3) 

右のポインティングスティックボタン 

外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 


ボインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインタオプションのような、ポインティングデバイスの設定を力 
スタマイズするには、 Windows ® の[マウスのプロパティ]を使用します。 

[マウスのプロパティ]にアクセスするには、[スタート]—[コントロールパネル] — [プリンタとその他 
のハードウエアト[マウス]の順に選択します。 


ポインティングスティックの使用 

ポインタを移動するには、画面上でポインタを移動したい方向にポインティングスティックを押しま 
す。ポインティングスティックの左右のボタンの使い方は、外付けマウスの左右のボタンと同じで 
す。 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 1 

























外付けマウスの接続 

USB ポートのどれかを使用して外付け USB マウスをコンピュータに接続できます。外付けマウス 
は、別売のドッキングデバイスまたは拡張製品のポートを使用してコンピュータに接続することもで 
きます。 


2 第1章ポインティングデバイスの使用 


2 キ_ボードの使用 


キーボ_ドライトの使用 

キーボードライトを使用して、周囲が暗いときにコンピュータのキーボードを照らすことができま 
す。 

▲ キーボードライトを開いて点灯するには、キーボードライトボタンを押します。 
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▲ キーボードライトを消して閉じるには、カチつと音がして所定の位置に収まるまでキーボード 
ライトをゆつくり押します。 




4 第2章キーボードの使用 




ホットキ_の使用 

ホットキーは、 fn キ ー（1) と esc キ_ (2) またはどれかのファンクションキ_ (3) の組み合わせ 
です。 

f 3、 f 4、 および f 8 〜 flO の各キーのアイコンは、ホットキーの機能を表します。ホットキーの機能お 
よび操作については次の項目で説明します。 


m 注記： お使いのコンピュータの外観は、図と多少異なる場合があります。また、次の図は英語版の 
キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置は同じです。 
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機能 

ホッ トキー 

システム情報を表示する 

fn + esc 

スタンバイを起動する 

fn + f 3 

コンピュータ本体のディスプレイと外付けディスプレイで 
表示画面を切り替える 

fn + f 4 

バッテリ情報を表示する 

fn + f 8 

画面の輝度を下げる 

fn + f 9 

画面の輝度を上げる 

fn + f 10 

周辺光センサを有効にする 

fn + f 11 


ホットキーコマンドをコンピュータのキーボードで使用するには、次のどちらかの手順で操作しま 
す。 

• 短く fn キーを押してから、ホットキーコマンドの2番目のキーを短〈押します。 

_ または _ 

• fn キーを押しながらホットキーコマンドの2番目のキーを短〈押した後、両方のキーを同時に 
離します。 
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システム情報の表示 （fn + esc ) 

fn + esc を押すと、システムのハードウエアコンポーネントおよびシステム BIOS のバージョン番号 
に関する情報が表示されます。 


Windows では 、 fn + esc を押すと、システム BIOS (基本入出カシステム）のバージョンが BIOS 日 
付として表示されます。一部の機種では、 BIOS 日付は10進数形式で表示されます。 BIOS 日付はシ 
ステム ROM のバージョン番号と呼ばれることもあります。 


スタンバイの起動 （ fn + f 3) 

fn + f 3 ホットキーを押すと、スタンバイが起動されます。 

スタンバイが開始すると、情報がランダムアクセスメモリ （ RAM ) に保存され、画面表示が消えて 
節電モードになります。コンピュータがスタンバイ状態の間は、電源ランプが点滅します。 


A 注意： 情報の損失を防ぐため、スタンバイを起動する前に必ずデータを保存してくださし\ 

スタンバイを起動する前に、コンピュータの電源がオンになっている必要があります。 


W 注記 コンピュータがスタンバイ状態のときに完全な口ーバツテリ状態になった場合は、ハイパネ 

—シヨンが起動し、メモリに保存された情報がハードドライブに保存されます。完全な口ーバツテリ 
状態になった場合、工場出荷時設定ではハイパネーシヨンが起動しますが、この設定は電源の詳細設 
定で変更できます。 


スタンバイ状態を終了するには、電源スイッチを右方向に短くスライドさせます。 

fn + f 3 ホットキーの機能は変更できます。たとえば、 fn + f 3 ホットキーを押すと、スタンバイでは 
なくハイパネーシヨンが起動するように設定できます。 


歐 注記： Windows オペレーティングシステムのウィンドウでの「スリープボタン」に関する記述は 
すべて 、 fn + f 3 ホットキーに当てはまります。 
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画面の切り替え （fn + f 4) 

システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには 、 fn + f 4 を押します。 
たとえば、コンピュータにモニタを接続している場合は、 fn + f 4 を押すと、コンピュータ本体のディ 
スプレイ、モニタのディスプレイ、コンピュータ本体とモニタの両方のディスプレイのどれかに表示 
画面が切り替わります。 

ほとんどの外付けモニタは、外付け VGA ビデオ方式を使用してコンピュータからビデオ情報を受け 
取ります。 fn + f 4 のホットキーでは、コンピュータからビデオ情報を受信する他のデバイスとの間で 
も表示画面を切り替えることができます。 

以下のビデオ伝送方式が fn + f 4 のホットキーでサポートされます。かっこ内は、各方式を使用する 
デバイスの例です。 

• LCD (コンピュータディスプレイ） 

• 外付け VGA (ほとんどの外付けモニタ） 

バッテリ充電情報の表示 （fn + f 8) 

fn + f 8 を押すと、コンピュータに取り付けられているすべてのバッテリの充電情報が表示されます。 
この表示から、充電中のバッテリと、各バッテリの残量を確認できます。 

画面の輝度を下げる （ fn + f 9) 

fn + f 9 を押すと、画面の輝度が下がります。このホットキーを押し続けると、輝度が一定の割合で徐 
々に下がります。 

画面の輝度を上げる （ fn + f 10) 

fn + f 10 を押すと、画面の輝度が上がります。このホットキーを押し続けると、輝度が一定の割合で 
徐々に上がります。 

周辺光センサの有効化 （ fn + fll ) 

周辺光センサの有効/無効を切り替えるには 、 fn + fll を押します。 
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プレゼンテーションボタンを初めて押したときに、[プレゼンテーション設定]ダイアログボックスが 
開きます。このダイアログボックスでは、次のどれか1つの操作を実行するようにボタンを設定する 
ことができます。 

• 指定したプログラム、フォルダ、ファイル、または Web サイトを開く 

• 電源設定を選択する 

• 表示設定を選択する 

画像は、コンピュータ本体の画面と以下のポートまたはコネクタのどちらかに接続された外付けデバ 
イスに同時に表示されます。 

• 外付けモニタポート 

• 別売のドッキングデバイスのポートまたはコネクタ 

プレゼンテーションボタンの出荷時設定を使用しない場合、ボタンのプログラムを変更して以下のど 
れかの操作を実行することが可能です。 

• Q Menu または Info Center (インフォ センター）を起動する 

• 電子メールアプリケーションを起動する 

• Web サイトを検索する検索ボックスを起動する 


8 第3章 HP Quick Launch Buttons 













インフォボタン 



インフォボタンを初めて押したときに 、 Info Center (インフォセンター）が起動します 。 Info Center 
を使用して、あらかじめ設定されたソフトウェアプログラムを起動できます。インフォボタンの出 
荷時の設定を使用しない場合は、次のどれかの操作を実行するようにボタンを再設定することができ 
ます。 


• Q Menu またはプレゼンテーション機能を起動する 

• 電子メールアプリケーションを起動する 


• Web サイトを検索する検索ボックスを起動する 
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Quick Launch Buttons の[設定]画面の使用 

W 注記： [HP Quick Launch Buttofis ] の[設定]画面には 7 お使し 1 のコン" E ° ュータによってサボートされ 

てし i な]^機態が表をされていることもあります。 

[HP Quick Launch Buttons ] (HP クイックローンチボタン）の[設定]画面では、以下の設定を管理し 
ます。 

• プレゼンテーションボタンおよび InfoCenterButton のプログラム、およびそれぞれのボタンの 
設定の変更 

• Q Menu の項目の追加、変更、および削除 

• Windows デスクトップに表示されるウィンドウのタイリングの設定 

• [HP Quick Launch Buttons ] アイコンの表示設定 

• [HP Quick Launch Buttons ] のデスクトップ通知の表示 

• 自動モード変更の有効/無効の切り替え 

• [クイックスイッチ]の有効/無効の切り替え 

• 表示解像度の変更検知機能の有効/無効の切り替え 

以下の項目では、[設定]画面内での設定方法について説明します。ウィンドウの右上隅にあるヘルプ 
ボタンをクリックすると、[設定]の項目に関する説明が画面上に表示されます。 

Quick Launch Buttons の[設定]画面の表示 

HP Quick Launch Buttons の[設定]画面は、以下のどれかの方法で開くことができます。 

• [スタート] — [コントロールパネル] — [プリンタとその他のハードウェア]— [Quick Launch 
Buttons] の順に選択します。 

• タスクバーの右端にある通知領域の [HP Quick Launch Buttons] アイコンをダブルクリックしま 
す。 

• 通知領域の [HP Quick Launch Buttons ] アイコンを右クリックし、次に [HP Quick Launch Buttons 
のプロパティの 調整]をクリックします。 

啟 注記： モデルによ〇ては r アイコンがデスクトップに表示される場合があります。 

Q Menu の表示 

QMenu では、多くのコンピュータでボタン、キー、またはホットキーを使って起動する各種システ 
ムタスクを簡単に起動できます。 

QMenu をデスクトップに表示するには、以下の操作を行います。 

▲ 【HP Quick Launch Buttons] アイコンを右クリックし、 [Q Menu の起動] を選択します。 
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周辺光センサの設定 

このコンピュータは内蔵の光センサを備えているので、作業している環境の照明の条件に応じて、デ 
ィスプレイの輝度が自動的に調整されます。 

周辺光センサを有効または無効にするには、2通りの方法があります。 

• fn + f 11 を押す 

• タスクバーの右端にある通知領域の Quick Launch Buttons ソフトウェアのアイコンを右クリツ 
クして、 [Turn Ambient light sensor on/off] (周辺光センサの有効/無効の切り替え）をクリツ 
クします。 

以下の手順で、周辺光センサを有効または無効にする機能を Q Menu に追加することもできます。 

1. [HP Quick Launch Buttons ] の[設定]を開きます。 

2. [Q Menu] タブをクリックします。 

3. [Q Menu に 表示す る 項目 ] の [Toggle ALS] ( ALS の切り替え）を選択します。 


Quick Launch Buttons の[設定]画面の使用 11 


4 ペンとタブレツトの設定の使用 


ペンとタブレツトの設定を使用してタブレツト PC に情報を入力したり、アクセスしたりできます。 


ペンの使用 

タブレット PC 入カパネルなどのペン専用のプログラム、すべての Microsoft ® Office アプリケーシヨ 
ン、およびその他のほとんどの Windows プログラムとユー亍ィリティで、ペンを使用して入力でき 
ます。ペンで画面に入力した情報は、ファイルに保存したり、検索したりできます。また、ほとんど 
の Windows プログラムで共有できます。 

ペンの各部名称 

ペン先 （1) または消しゴム （3) を画面から約 1.27 cm (0.5 インチ）以内に近づけるとタブレット 
PC がペンに反応します。ペンボタン （2) は、外付けマウスの右ボタンと同様に機能します。 



ペンの持ち方 

ペンの持ち方は、通常のペンまたは鉛筆と同じです。ただし、誤ってペンボタンを押さない位置でぺ 
ンを持ちます。 

ペンの動きを追うとき、ペン先ではなくポインタを見るようにしてください。 
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ペンを使用したマウスのクリック操作 

▲ 外付けマウスの左ボタンの場合と同様に画面上の項目を選択するには、ペン先でその項目をタッ 
プします。 

▲ 外付けマウスの左ボタンの場合と同様に画面上の項目をダブルクリックするには、ペン先でその 
項目を2回タップします。 

▲ 外付けマウスの右ボタンの場合と同様に項目を選択するには、ペンボタンを押しながらペン先 
でその項目をタップします。 

ペンを使用したその他の操作 

マウスのクリックと同じ操作以外にも、次の操作をペンで実行できます。 

• ポインタの位置を表示するには、タブレット PC の画面のすぐ上にペン先をかざします。このと 
き、ペン先が画面に触れないようにしてください。 

• 画面上の項目に関するメニューオプションを表示するには、ペン先で画面をタップします。 

• ペンで入力するには、ペン先で画面に書きます。 

• ペンで起動するボタンを押すには、ペン先でそのボタンをタップします。 

• ペンで消すには、消しゴム側を下にしてペンを持ち、削除する場所の上で消しゴムを動かしま 
す。 

圧力感知 

タブレット PC のペンには、圧力感知機能が備わっています。つまり、ペンの筆圧の強弱に応じて異 
なる太さの線を描くことができます。 


W 注記： この機能を使用できるのは、タブレット PC 入カパネルのソフトウェアプログラムが有効に 
設定されている場合だけです。 
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ペンの調整 

ペンは、初期設定時の調整状態でも別のユーザが行った調整状態でも動作します。ただし、自分の書 
き方とマウス操作の動きに合わせて調整した状態でペンを使用することを強くおすすめします。調整 
によって、すべてのユーザ（特に左利きのユーザ）が最適な状態でペンを使用できるようになりま 
す。 

ペンを調整するには、以下の手順で操作します。 

1. [スター ト]—[コント ロー ルパネル]—[プリンタとその他の ハー ドウ エア]— [タブレットとペンの 
設定]の順に選択します。 

2. [設定]タブの下にある[調整]ボタンをタップします。 

3. 画面の説明に沿って操作します。 

• 各調整マーカの真ん中を正確にペンでタップします。調整マーカは、画面上にプラス記号 
(+ ) で表示されます。 

• 縦方向と横方向の両方で使用できるようにペンを調整してください。 


m 注記： [タブレツトとペンの設定]ウィンドウでの設定に関する情報を表示するには、そのウィンド 
ウの右上隅にある『ヘルプ]ボタンを選択して、目的の設定を選択します。 


ペンホルダの使用 

ペンを使用しないときは、コンピュータのペンホルダにペン先からペンを挿入して保管します。 
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ペンの設定 

ペンの設定は、オペ レー ティングシステムの [タブレットと ペンの設定]ウィンドウで行います。この 
設定には、右利きユーザまたは左利きユーザ用の画面メニューの位置の設定、ペン用の画面調整、手 
書き認識の最適化などがあります 

ペン設定にアクセスするには、以下の操作を行います。 

▲ [スタート]—[コン ト ロールパネル]— [プリンタとその他の ハー ドウ エア】— [タブ レッ トとペンの 
設定]の順に選択します。 

ポインタの速度、クリックの速度、マウスの軌跡などのポインティングデバイスの設定は、 [マウス 
のプロパティ] ウィンドウで設定します。この設定は、システムのすべてのポインティングデバイス 
に適用されます。 

[マウスのプロパティ] にアクセスするには、以下の操作を行います。 

▲ [スタート]—[コントロールパネル]—[プリンタと その他の ハー ドウ エア]—[マウス] の順に選択し 
ます。 
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ペン先の交換 

お使いのペンに付属の金具を使用して、使用済みのペン先を取り出します。 
使用済みのペン先を取り出すには、以下の手順で操作します。 

1. 金具を使用してペン先をつかみます（1)。 

2. ペン先を引き抜きます（2)。 



新しいペン先を挿入するには、以下の操作を行います。 

▲ 新しいペン先を、ペン本体に完全に収まるまで挿入します。 



16 第4章ペンとタブレットの設定の使用 


5 テンキーの使用 


この コンピュータには亍ンキーが内蔵されています。また、別売の外付けテンキ _ や、亍ンキ _ を備 
えた別売の外付けキ_ボ_ドも使用できます。 


& 注記： お使いのコンピュータの外観は、図と多少異なる場合があります。また、次の図は英語版の 
キー配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置は同じです。 




名称 

説明 

(1) 

内蔵テンキー 

外付けのテンキーと同じように使用できます 

(2) 

fn キー 

ファンクションキーまたは esc キーと組み合わせて押すことによ 
つて、頻繁に使うシステムの機能を実行します 

(3) 

num lock フンプ 

点灯： num lock がオン（内蔵テンキーがオン）の状態です 

(4) 

num lock キー 

fn キーと一緒に押すと、内蔵テンキーのオン/オフが切り替わりま 
す 
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内蔵テンキ_の使用 

内蔵テンキーの15個のキーは、外付けテンキーと同様に使用できます。内蔵テンキーが有効になつ 
ているときは、テンキーを押すと、そのキーの手前側面にあるアイコン（日本語キーボードの場合) 
で示された機能が実行されます。 

内蔵テンキーの有効/無効の切り替え 

内蔵テンキーを有効にするには 、 fn + num Ik キーを押します。 Num Lock ランプが点灯します 。 fn + 
num Ik キーをもう一度押すと、通常の文字入力機能に戻ります。 


m 注記： 外付けキーボードやテンキーがコンピュータ、別売のドッキングデバイス、または別売の拡 
張製品に接続されている場合、内蔵テンキーは機能しません。 


内蔵テンキーの機能の切り替え 

fn キーまたは fn + shift キーを使って、内蔵テンキーの通常の文字入力機能とテンキー機能を一時的 
に切り替えることができます。 

• テンキーが無効になっているときにテンキーの機能をテンキー入力機能に変更するには、 fn キー 
を押したままテンキ _ を押します。 

• テンキーが有効な状態でテンキーの文字入力機能を一時的に使用するには、以下の操作を行いま 
す。 


。 小文字を入力するには、 fn キ _ を押したまま文字を入力します。 

。 大文字を入力するには 、 fn + shift キ _ を押したまま文字を入力します。 

別売の外付けテンキーの使用 

通常、外付けテンキーのほとんどのキーは、 num lock がオンのときとオフのときとで機能が異なりま 
す。（出荷時設定では、 num lock はオフになっています。）たとえば、次のようになります。 

• num lock がオンのときは、数字を入力できます。 

• num lock がオフのときは、矢印キー、 pageup キー、 page down キーなどのキーと同様に機能し 
ます。 

外付けテンキーで num lock をオンにすると、コンピュータの num lock ランプが点灯します。外付け 
テンキーで num lock をオフにすると、コンピュータの num lock ランプが消灯します。 

作業中に外付けテンキーの num lock のオンとオフを切り替えるには、以下の操作を行います。 

▲ コンピュータではなく、外付けテンキーの num Ik キーを押します。 


18 第5章テンキーの使用 




6 キーボードの清掃 


A _身告！ 感電や内部コンポーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタッチメントを使ってキーボード 
を清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてくることがありま 
す。 


キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
くために、キーボードを定期的に清掃してください。圧縮空気が入ったスト D — 付きの缶を使ってキ 
—の周辺や下に空気を吹き付けると、付着したごみがはがれて取り除きやすくなります。 
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